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【目 的】奥羽大学歯学部附属病院は,歯科医療
に求められる,安 全で安心な医療サービスの充実
に心がけており,ニ ーズの多様化に対応すべく各
種専門外来を設け,地 域医療機関か らは,検 査お
よび特殊 な疾患の治療などの依頼 も受けている。
そこで,本院の現況 を再認識すべ く,昨年調査
した同じ期間の7月 か ら9月 までの3か 月間の初
診患者の動向について調査 し,昨年 と今年の比較
検討を行 ったので報告 した°
【調査方法】対象は平成27年7月1日 か ら9月
30日までの3か 月において予診科に来院 した初
診患者の中で同意の得 られた411名である。
アンケー ト調査項目は,性 別,年 齢,職 業,住
所,主 訴,交 通手段,当 院選択理由の7項 目とし
た。
【結果および考察】
i.女性がわず かに多 く,両 年度 とも54%を
占めた。
2.年 代別で は,27年度 は幅が広 く,20代か
ら70代が多く,50代が最高で22%を占めた。
3.職業は両年度で男女 ともに 「会社員」が最
高で,次 に 「無職」が続いた。
4.住 所 は両年度で,60%が 「郡山市内」 で
あり,「他の地域」はわずかであった。
5.主訴は両年度で 「歯痛」が最 も多かったが,
27年度は多様性が示 された。
6.当 院を選択 した理由は,27年度は 「以前
の受診か ら」 が最大の30%であ り,さ らに 「他
院紹介」,「当院の評判」が微増 してい ることが,
新患数 を1.9倍に増加 させている誘因 と考え られ
た。
今回の対象者は,他 院からの診療情報提供1に
おいて口腔外科を紹介先にしている場合および中
学生までの子供は除かれており,ほ ぼ総 合歯科の
患者が該当したといえる。そこで年齢が高齢者の
みな らず,50代を中心 に30,40,60代が 多かっ
たことが示された。
そのため,住 所は郡山市 を中心とした地域が大
半であり,交通手段は 「自家用車」がほとんどで
あった。また主訴は 「歯痛」が多いが,粘 膜疾患
等の口腔外科系の疾患 も散見された。当院を選択
した理由として,「他院紹介」,「当院の評判」が
微増 していることは,昨 年度 よりも大学病院 とし
ての信頼性 はもとより,奥羽大学だからとの 「評
判」に近づいていることが示 された。
